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リサイクル率の要因分析について

リサイクル率未達成要因の分析を目的に、公表資料等から以下のとおり整理した。

１ 『目標設定時の達成見込値からの分析』資料１

(1) 現計画策定時（平成26年度当時）の平成25年度実績リサイクル率(32.1％）の
算定値から、リサイクル率の分母・分子の状況を整理

(2) 平成26年当時の状況から、令和６年度に目標が達成するシナリオで、ごみ量
（分母）、資源化量（分子）がどのような内訳構成になるか推計
ア 当時の社人研推計(H25.3公表)の令和７年人口推計値から、一人１日当たり
排出量目標値(980g)に公共系ごみを加えた「ごみ総量」（分母）を推計

イ リサイクル率目標値(36.0％)とし、分子の量を推計
ウ 資源化量のごみの性質から、その量の決定要因を分析
(ｱ) 公社（委託収集・事業系廃棄物、自己搬入）は、びん、ペットボトル、
缶、 金属ごみの量に比例

(ｲ) センター・破砕鉄類回収は処理量、スラグ・メタルは溶融量に比例
(ｳ) 集団回収（97％程度古紙）、古紙ステーション回収は、紙需要に比例
(ｴ) 許可業者等搬入・の他は、ごみ量に比例

エ (ｱ)、(ｲ)、(ｴ)は、ごみ総量が近い令和３年度実績と想定
オ リサイクル率を満たす(ｳ)の量を想定すると、13,742ｔと試算

(3) 令和６年度実績リサイクル率(29.6％）の算定値から、リサイクル率の分母・
分子の状況を整理し、(2)と比較

※実績値根拠は、「秋田市清掃事業概要」（秋田市環境都市推進課）

分析結果
・ごみ総量が想定103,985tに比較して100,519tとなっており分母減少に貢献
・古紙（集団回収・古紙ステーション回収）が13,742tに比較して、7,196tで
あり排出量を把握している資源化古紙量の実績値が見込値より大幅に減って
いる

２ 社会情勢の分析
(1) 『新聞の発行部数と世帯数の推移』（一般社団法人日本新聞協会ＨＰ）資料２
・2013(平成25年）から2024（令和６年）まで発行部数が43.37%減

〃 １世帯当たり部数が45.88％減

(2) 公益社団法人全国出版協会・出版科学研究所が公表する出版市場（雑誌）
状況を分析 資料３

・2013（平成25年）から2024（令和６年）まで
雑誌の市場規模が54.09％減
雑誌の発行部数が58.42％減

３ 秋田市人口と資源集団回収および古紙ステーション回収の実績 資料４
・秋田市の人口、資源集団回収、古紙ステーション回収の実績を比較
・2013年度と2024年度を比較すると、人口の減少幅に比較して、資源集団回収お
よび古紙ステーション回収の減少幅が特に大きい

・2013年当時が、資源集団回収量、古紙ステーション回収量が急減少が始まる直
前期である可能性が高い

４「日本の廃棄物処理令和５年度版」（令和７年３月、環境省） 資料５
・日本全国のリサイクル率は、平成26年度の20.6％から令和５年度の19.5％まで
減少傾向である。



目標達成
シナリオ

【現計画策定
　(H26年度）時】 【目標年度】 【実績値】 【参考値】

平成25年度 令和6年度 令和6年度 令和3年度
実績 推計 実績 実績

評価

128,546 103,985
推計値
(公共系18gと試算） 100,519

分母の減少に
貢献 110,084

人口 319,497 285,462
社人研推計H25.3公表
R7人口 291,412 301,573

一人1日当たり排出量(ｇ) 1,084 980 目標値 926 981

[単位:t] 量を決める要因

委託収集 4,046 3,475 R3実績(同種ごみ量） 3,168 3,475

事業系廃棄物、自己搬入 578 400 R3実績(同種ごみ量） 450 400
小計 4,624 3,875 3,618 3,875
破砕鉄類回収 899 処理量に比例 390 R3実績(同種ごみ量） 306 390
スラグ・メタル 13,106 溶融処理量に比例 10,174 R3実績(同種ごみ量） 8,999 10,174
小計 14,005 10,564 9,305 10,564

集団回収 4,151 2,470 2,892

古紙ステーション回収 9,443 4,726 5,672
許可業者等搬入（B) 12,518 ごみ量に比例 12,738 R3実績(同種ごみ量） 12,244 12,738
使用済み小型家電 0 30 24
機密文書（C) 727 紙需要に比例 596 R3実績(同種ごみ量） 567 596
その他 0 720 R3実績(同種ごみ量） 587 720
小計 26,841 27,796 20,624 22,642

45,470 42,235 33,547 37,081

141,791 117,319 113,330 123,418

32.1% 36.0% 29.6% 30.0%

達成すべき値の
52%(7196/13742)

に留まる

目標設定時の達成見込値からの分析

●リサイクル率

ごみ総量（A) [単位:t]

資料１

(A)+(B)+'（C)　【分母】

リサイクル率

びん・ペットボトル
缶・金属ごみの量に比

例

紙需用に比例 13,742

公社

センター

民間

資
源
化
量

計（D)【分子】



2013年（H25）から
【46,999,468】
2024年（R6)までで
【26,616,578】
部数が43.37%減

2013年（H25）から
【0.86】
2024年（R6)までで
【0.45】
1世帯当たり
部数が45.88%減

資料２



出版科学研究所発表（推定販売金額、平均価格等）

２０１３年（Ｈ２５）には
８，９７２億円の市場規模だった
雑誌市場が
２０２４年（Ｒ６）には
４，１１９億円の市場規模に縮小
（５４．０９％減）

２０１３年（Ｈ２５）には
２７．９億冊発行していた
雑誌が
２０２３年（Ｒ５）には
１１．６億冊の発行部数に縮小
（５８．４２％減）

資料３



資料４

(単位:t) (単位:t)

秋田市人口 指数 資源集団回収 指数 古紙ステーション回収
H21 2009 323,425 4,026 8,571
H22 2010 322,092 4,013 7,780
H23 2011 320,904 3,949 8,226
H24 2012 320,681 4,217 9,283
H25 2013 319,497 100.00 4,151 100.00 9,443 100.00
H26 2014 317,651 99.42 3,948 95.11 8,690 92.03
H27 2015 315,770 98.83 3,749 90.32 8,046 85.21
H28 2016 313,444 98.11 3,604 86.82 7,463 79.03
H29 2017 310,412 97.16 3,429 82.61 7,040 74.55
H30 2018 308,163 96.45 3,365 81.06 6,653 70.45
H31 2019 306,265 95.86 3,241 78.08 6,046 64.03
R2 2020 304,334 95.25 2,945 70.95 5,746 60.85
R3 2021 301,573 94.39 2,892 69.67 5,672 60.07
R4 2022 298,587 93.46 2,858 68.85 5,631 59.63
R5 2023 295,065 92.35 2,589 62.37 5,106 54.07
R6 2024 291,412 91.21 2,470 59.50 4,726 50.05

秋田市人口と資源集団回収および古紙ステーション回収の実績



引用：「日本の廃棄物処理令和５年度版」
（令和７年３月、環境省環境再生・資源循環局 廃棄物適正処理推進課） ７頁

資料５


